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徽毒患者ノ血液ア輸血シア受凪l者ニ感染セずリ シハ 1) .，クナ7 ラ氏ノL締期i鵠血ハ感染
性ヲ有セザJレ寸タメナ Jレカ（但シ文献ニハ第3期徴毒血輪血ノ感染例アリ），或ハ本~］ハ 3-6°C
- 8日間保存セル血液ノ輸血ナレバ 2) ナイセル氏ノ .＿24時間以上氷室ニ貯へタ JレLスピロ
ヘータ・パリーダ1ハ護病性ヲ失フ 市タメナJレカ， オ ｝J型店ハ向今後ノ研究ニ？タザルペカラザJレ
モ，保存血輸血ハソレ自身ノ放用以外ニ．往々全ク予象会1スルコト不可能ナル徽毒血ユ針シテモ
殺菌的作用ヲナスモノニ非ずJレカトilペタリ。
2. 輸血J肝臓色素排濯機能＝及ボス影響 京府大外科 三 本 久雄
輸血ノ肝臓機能ι 及ボス影響ヲ覗ハントシ テ共一端ナ Jレ色素排池機能ユ就テ検ス。輸臆管痩：
ヲ也設セJレ家兎ヲ用ヒ，肝臓ヨリノ排地率最高ナリトサレタ JレLアプJレピンS＇ヲ静脈内ニ注射
シテ得タ Jレ成績ノ概要ハ次ノ如シ。
1) 樟重賞砥 lOc心ノ輸血ニヨリ脂汁排池量ハ 1-2時間増量ス。2) 輸血直後ニ於ナJレ
色素排出tハ，色素初費時間ハ正常ト大差ナキモ排池時間ハ短縮シ且棉排池量ハ梢々IE常ニ比シ





基礎的所見ヲ確立セント シテ，正常組織内＝於うJレL才プソニン1 ノ分仰ヲ検査シタ Jレニ，網
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リン「量ニ及Zドス影響ニ就テ前悶ノ：本製曾ニ報告セリ。
今岡ハ同様／研究方針ニテ連鎖状球菌，及ピ大腸菌ノ注射／；場合，及ピ上遁3種ノ化膿菌ノ L























サレタノデアJレ。殊ニ生惜しアミン寸度／各種エ就キ， ソノ｛則鎖ニ於タ ）~’L アミノ 1基ニ向ツテ，
之ヲL_;Iチレニー νン1 叉ハしアルコリ ジーレン「スJレ保｛牛ヲ確定セラレタ事ハ非常ナ Jレ貢肱デ
アルト思プn
Lメチレ ι ーJレング1ニ就テハ昨年 Zipf氏ガ=f々 ト嫡立シテ護表シテ才 JレガLアJレコリ ジーJレ
ンクペハ全ク吾々 I；新ラシク行ツ夕方法テ・ァツテ，しい及Ll:－，様物質鑑別ニ向ツテ有力ナJレ1
新方針タル事ヲ疑ハナイノデアJレ。
8. B. C. G.生煮南抗原zヨ＇＂活動性兎疫 J比較
原稿未着
京大外科 奥村 吉丈








ノ Lヒスタミナーゼ可ニ大ナル聞係ヲ有ス Jレモノナ Jレヲ知Jレ。ハタシテ該随時がしヒスタミナー
ゼ寸 Yミニテ説明サJレベキモ Fナリヤ及ピLヒスタミナーゼ寸／本韓ニ闘シテハ目下研究中ノモ
ノナリ。
遁 カ日 阪大岩永外科 立川 敬

















誼セラレタヵ・私ハしヒスタミナーゼ寸／方面ヨリ再ピ検索 シタカ’血清L ヒス タミナーゼ寸ハ術後，
或ハ舞死直前，直後ニ在リテモ何等ノ異動ヲ認メナカツタ，帥チLヒスタミテーゼ1ハ Lヒスタ
ミン寸ニ撃すスル特殊破壊物質タルコトヲ追加ス。
藤田博士二封ス＇＂＇遁加 阪大岩永外科 竹 ヰ本 号L
しヒスタミナーゼ・"lI作用ハ丁度亜硝酸ノ如キモノデア Jレ。IWチLfミダツオーJレ寸接ヲ破壊ス
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E匹 舎 !lOI 
1) 市販結接菌Lコクチグン寸ヲ以テ作ツタ軟膏ヲ皮府ニ貼用スレパ貼用後3日ニシテ共／局
所皮崎ニ最大ノ増容率ヲ認ム。 2) 此／揚合ノ；培容反鹿モ亦菌種属特異性ヲ有ス。 3) 此／
培容反感ハ局所皮内ニ亮生サレタ免疫物質（靖容素）自身／作用ユ因ツテ起Jレモノナリ。 4) 局
所性ニ最大橋容率ヲ獲得スルニ要スJレ軟管中ノ免疫元含有量ハ市販結綾菌Lコクチグン1ヲ使用











降セシメ＇ Lフ才 Jレ7 リン寸及ピ弱酸加水分解ニ針スル態度ノ、， Lヒスタミンり之等ニ於クJレト
甚グ酷似セJレ成績ヲ呈セリ。叉本物質ハしベプトン＇， L ラカルノー Jレ＇•L カリクレイン1 或ノ、L ヒ
ヨリン「ニ非ズ，且ヅ Lスタミン寸ト共有pスJレ際ハ，竜モ措梓作用ヲ長セズ字ロ卒行的ニ血座作

































年 2月初旬該部ノ脊椎硬直手術ヲ行ヒ，共後 2ヶ月Lギプスペット 1ニ就尿シ居リタ Jレモ，症欣
ノ軽快ヲ見ズ， IX,X胸椎韓ノ破壊像ハ高度ニナリ，胸廓内膿蕩ハ以前ヨリ大ニナリ，且ツ
下肢ノ麻搾症欣ヲ去ハシタルヲ以テ， 4月13日右側ノ肋骨横突起切除術ヲ行ヒ， 5月 2日再ピ左
側ノ手術ヲ行へリ。皮膚切開ハ左右共縦ノ弓欣切開ヲナシ，筋居ハ/fl，＊；レ限リ鈍性ニ開キ，且









品近本病治療法エ闘ス ）~ 業績rVi:i：立サ Jレ、モノハ， Fischer J骨移fl![, Magnus ／所調機能
療法，夏ニ Behle'rノ！鎗背部ノ強力矯疋ト鰐操ノ併用トデアル。之等ハ併シ何レモ鎗背ノ形成
ニ針シテゴラー感ノ軍拡ヲ世4タモノデ，且ツ麻痔ヲ有セザJレモ J ト云フ商i提ガアJレ。而ア麻痔ヲ
撃 含 90~ 
有スルモノニ針スJレ治療法トシテハ，文献ニヨレバ Hoffaノ時代以来，特殊ナ方法ヲ見Jレコ
トガ出来ナイ。従ツテ脊柱ニ封ス JレRuhe トEntlastung ノ原則カラ一歩モ出テヰナイト見Jv 
ノガ至首デアJレ。
我々ハ悲10数年来，本病治療法ノ原則ハ爾他一般骨折ノ夫レト問機ニ RepositionトFixation








可及的速カニ脊柱ノ生理的智曲／恢復ニ努メ Jレ。之ニヨツテ種々不快ナ Jレ脊髄ノ l璽迫症~犬ヲ招



























薄ニヨ Jレ血管摘張，従ツテ腸充血ガ運動充進ノ！京囚ナJレヲ示スモノナリ。 6) 硬膜外麻酔，腰髄
麻酔，大腸神経叢麻酔ヲ比較スJレニ何レモ腸蓮動充進ヲ惹起セシメ得Jレモ血歴ニ封シテハ硬膜
外麻酔ハ他ニ比シ蓬カニ血歴下降度徴弱ナリ，コハ直接脊髄神経ヲ侵襲スル事ナク而モ麻拷ハ













32歳。女。第 6頭椎ノ 高サニ於ナル脊髄腫蕩ナ Jレ診断ノ下ニ椎弓鶴除術ヲ施行セJレニ硬膜及
ピ硬膜外組織ニ病鑓無ク，硬膜蹄動ヲ訣除スε硬膜ヲ切開スルニLリク才一Jレ寸全ク存セズ。脊















リ。繭＊満1少年間， 12ノ症例ヲ得テ， ソJ手術的所見並ピニ手術後経過ト参！！託シ Lクロナキ
シ－＇臨月 1ノ；t'f要ナリトノ確信ヲ得タレパコ、ニ報告スル次第ナリ。
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又臓病症，ソノ他ノ臨＊¥r£ilkノ全クナ 4陥波骨折ニ於アモi極度乍ラモLクロナキシ一寸ノ費化ヲ
認 ,;lJレノデアツア， ソJ賄しクロナキシ－＇J!F.用ノ慣｛直アル所デアJレ。
21 小脳孤在性結按治験例 京大外科 荒木 千里
（日本外科賓函第11巻第3誠一昭和9年5月第755頁＝掲蹴セリ）。











／如ク良好ノ j経過ヲ辿Jレモノニ於テハ剃IHカ’良好ナ Jレ結果ヲ牧メ得ル揚合モアルト言 フ意味デ
迫力目シ 7 ス。猶瞳孔ハiftiNil右ガ左ニ比較シテ約 lH；小サク術後通常ニ恢復シタ。
棲井氏へ 荒木千里
無論手術ニヨツア全治 tJレ例アリ n 併シ断；長諸家ノ『手術不可」ト fフ見解ヨリ見テ一般的
原則トシテ余ノ ：方針ヲ推奨セルナリ n コノ方針ニ従フ揚合ニハ試験的切片ヲトルコトモモトヨ
リ不可ナリ。
再ビ荒木君z 健井耳It:四郎




現出＝最モ重要ナ ｝~ 役目ヲナスモノハ筋組織，就中 M. orb. oris及ピ N.nasalis, / Pars olaris 
/i縫合デアツテ該縫合ヲ完全ナラシムル鵡ニハ粘膜Jil筋居及外皮婿ノ 3重縫合ガ最モ安首ト




!1:- 合 907 










24- 外傷性横隔膜神経挫傷。 阪大小深外科 大原 重之








於テ鎖骨上筒ニア I}； 鎖骨ノャ、中央ヨリ 2cm.上方ヲホボヨj£行シテ鋭利ナ Jレ長サ 3cm.ノ拶
開セル創口アリ．先ゾ創口ヲ擁大シテ深部ニ入Jレニ， Kopfnickerハ後縁ヨリ共ノ半分ヲ切断サ
竹内顕静脈ハ後方ノ一部ヲ残スノミユテ殆ンド切断サレアヰタ。幸ニモ頚動脈及ピ Scarenus
ant.ハ何等障害サレアヰナ f。手術ハ簡軍ニシテ 300c.c・ ノ輸血後，頚静脈ヲ結紫シ皮！脅縫合
ヲシテ手術ヲ終Jレ。後 Rontgenニヨリテ右側ノ Phrenicusliihmung ヲ確メルコトガ出来タ。
手術後ノ経過ハ順調ニシテ入院 1週間後，何等subjectivノ障害ナクシテ全治退院セリ。
以上ノ如ク本患者ハ外傷時ハ勿論其ノ後ト難モ全ク Phrenicuslahmungニヨ Jレ subjectiv I 
Beschwerden ヲ感ジナカツタ例デアルガレントゲンニヨリテ初メテ LahmungJ アル事ヲ確メ
ルコトガ出~ミタノグアル。
25.偏側性轟性応接性乳房肥大症J1例 京大外科 高 安 彰
一部切除ニア，本病ト確カメラレシ患者ニ護病ト同時ニ甲j伏腺随現ハレシヨト，且手術後白
魔的及ピ他魔的ニ甲欣腺縮少シ，叉之＝原因スJレト思ハレシ，護汗，心惇充進等ノ症!{k減退セ
JL，コト。
土耳古鞍ノ揖大邸踊下垂髄／腫大，標本／ Lfムペグfン寸現象陰性ナルコト等ヨリ，本病ト
内分泌系統ト J因果的関係／；存在考へラ Jレ、ヲ説ク。
〔26番ヨリ56番 v-'j了ハ次銃ニ掲載／：激定ナリ斗
